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同じように、この二人との会話 全く噛み合わず、それでもなお、 の三人は二ｖｓ一だったり一ｖｓ一ｖｓ一だったりしながらも、この常識外の対人関係を危うく保ちながら、それぞれの思惑を何 か主張しようと無理をしながら延々と不思議な状況の中 終わりのない時間を行くのだ。
そしてそれを強調するように一本立った傍の外灯 時

















      二月三日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　積極的平和主義
基本的には前三回で纏めた感想以上には無いのだが、




一九六〇代からノルウエーのヨハン・ガルトゥング博士の「積極的平和」の考え方だったり、元・ウルグアイ大統領ホセ・ムヒカさんのこと 憲法九条やいわゆる戦争法案に関するも など他誌に書いた文章がたくさんある だが、舞台作品『糜爛』とどう う関係 あるのか分からないし、逆にいえば、この舞台がこういう現実を考え直すきっかけになったとも言えるのかも知れないとも思う。そんなことを考えていた。
そして、この『糜爛』は、一人芝居の既成概念を改め












舞台と客席と 壁を乗り越えて取り込まれるような気分になる。実はこれが演劇 根本的な魅力な 。
ラストに、この五人がそれぞれに精神を病む人たちだ












高卒と同時に独り立ちし、今は塾の講師として生計をたて、高校教師の渉と将来の結婚を夢見ながら同棲している。世話焼きでお節介で積極的なつぐみは、母と二人暮らしで侘しい姉を勝手に心配し、渉の先輩であり同僚でもある妻に逃げられた男・集を姉に紹介し世 を広げさせようと思い 渉と図って一計 案じる。
渉とつぐみ、集とつばめの二組のカップルを巡る展開


















































統一行動をと 時に、一人二人と段々に増え 家族が、縦に並んだり横に並んだり、歩調正しくまるでダンスよう 動き回る。
そして二つ目は、雨が降ると全員がこの台座 ような
ブルーマウンテン号に座り込み 全員を覆い被せるように白布で包むと、それ ライトで映しだされる華やかな抽象模様が乱れ咲き散る。こ 二つのシーンは、この家族たちの心境だろうか。
やがて彼らは、元の川を遡って地元へ帰り、長男夫婦、
両親の順にこの筏とい 家庭を去 、残った祖母とそ愛鳥が去り、次男だけが残る。祖母は大事にしている鳥とだけしか心が通じないのか、彼女はその鳥だけ しか心を許せない か。
この家族の物語は、 次代にも繰り返されるのだろうか、















夫婦そして次男の六人が乗っている。つまり、こ が、どんな荒海にも決して沈まないブルーマウンテン号なのだ。 この家族は、 多分次男の問題で地元に居られなくなって、この筏で海へと流れ出し漂流していたのだ。つまり現実的には地元を離れざ を得ずに、知らない土地へ移り住み世間から孤立することになったのだろう
